
特色ある学校づくり事業

全国学力・学習状
況調査平均正答

率（国語）
（%）

－ 65 68

(教育総務課）

全国学力・学習状
況調査平均正答

率（算数）
（%）

－ 62 64

博物館事業
博物館来館者数

（人）
18.4 21.5 20.0

（文化課）

子ども読書推進事業
高校生以下の図

書カード登録者数
（人）

214 4,897 500

（コミュニティ推進課）

高校生以下利用
者の一人あたり図

書貸出冊数
（冊）

8.4 7.6 8.0

 競技スポーツ大会補助事業
競技スポーツ大会

参加者数
（人）

－ 58 1,100

（スポーツ振興課）

・コミュニティスクールと地域学校協働活動の一体的推進につい
ては前進をお願いしたい。
・市独自で学力・学習状況調査を立ち上げられたことは良いこと
と考えます。
・学校の職員が志を持ち、児童・生徒に正面から向かえる環境づ
くりをお願いしたい。
・学校現場の努力が学力テストの結果にも現れており、市として
の予算措置や教育行政も適正に進められていると思われる。教
職員の負担軽減を今後も一層推進してもらいたい。

意　　　　見

小・中学校が連携を図り
一貫教育の実践を通じて
児童生徒の教育の充実
を図り、確かな学力を養
成する。生徒の学力向上
及び健全な心身の育成
を図るため、学校及び地
域の実態に即して実践的
に研究を推進し、教育振
興に資する。

・玉名市在住でなくても、市外で活躍されている方があれば、何
らかの形で顕彰していくシステムが出来ればと思う。
・出場激励金については、規定を改正して、できるだけ広範囲な
適用ができるようにしてもらいたい。
・出場激励金交付対象者も減少しているため、他種目にも適用
ができるよう、山鹿市その他の地域や団体との連携も強化しても
らいたい。

現状のまま
継続

全国大会等への出場選
手並びにスムーズかつ盛
会な競技大会の運営の
ために補助金等を交付
し、競技スポーツの活性
化及び向上を図る。

本市のスポーツ振興と競技力の向
上を図るため、全国大会出場者に
対して1万円、国際大会出場者に
対して2万円の激励金の交付を行
う。また、各競技大会実行委員会
に対して大会運営補助を行う。

・収蔵品等資料を展示した企画展
を開催する。
・無料スペースによる展示及びコン
サート等を開催する。
・講座、史跡探訪、天体観測等体
験型学習会を開催する。
・市広報紙等による博物館行事の
情報発信を行う。
・外部団体からの依頼に応じて出
前講座を開講する。

760
現状のまま

継続

2,653

図書館への関心を深める
とともに、子どもが読書に
親しむ機会を提供し読書
環境の充実に努める。

・子供が読書に親しめるように家
庭、学校、関係機関と連携・協力し
て読書に親しむ機会を提供する。
・図書館から離れた保育所（園）・
幼稚園・小学校を移動図書館車で
巡回して貸出を行い、読書に親し
んでもらう。
・ボランティアの協力で赤ちゃんと
保護者にブックスタートパックを紹
介し、絵本を配布する。
・各図書館でボランティアグループ
によるおはなし会を行う。

1,077

執行方法の
改善

成果指標
（単位）

令和３年
度実績

今後の
方向性

成　　　　果

令和４年
度目標

令和２年
度実績

外部評価委員会

                                                                       外部評価実施一覧【様式６】

事務事業名
（所管課）

事業の意図 事業の概要

令和３年
度決算
額（千
円）

玉名の歴史・文化の紹介
を通して、市民の郷土愛
を育み、各地に残る歴史
的文化的遺産の継承に
も繋げて行く。また、フェ
イスブックやホームペー
ジ等で市外の方にも玉名
の様々な魅力を知っても
らい、来館者の増加と利
用者の拡大を図る。

1,400

・更に明るく開かれた、足を運びたくなるような図書館となるよう対
策を立て、実践してほしい。
・目標を決めて、読書に意欲的に取り組む姿勢を育てることは重
要だと思う。ぜひ工夫して、一人でも積極的に読書しようという子
供を増やしてほしい。
・今後も様々な取組みを行ってほしい。

現状のまま
継続

・全国的な児童及び生徒の学力や
学習状況を把握・分析し、教育施
策の成果と課題を検証し、その改
善を図る。
・研究指定校に補助金を交付し、
教育の振興を図る。
・芸術鑑賞会を実施し、豊かな創
造性を学ぶ。
・環境問題を学習する小学5年生
のバス輸送費の一部補助を行う。

・新しい事業の開拓・導入等により、充実を図ってほしい。
・市内小中学校へ社会科見学等のコースに組み入れるよう持ち
かけてはどうか。
・事業内容の取組みに大きな変化はなく、予算上の取扱いの問
題であるので、今後もこれまでと同様、博物館としての業務の充
実・発展に努めてもらいたい。
・魅力ある内容の企画展や催し物を実施することも大事である
が、話題性も必要ではないか。


